





























　We visited and looked into mainly 3 of 4 large cities (Uppsala, Göteborg and Malmö), their surroundings and 
Dalarnas län (=Landsting≒state) in Sweden in August 2017 (12 days-survey).
　This study note is a short investigative report on ＇industrial tourism＇ (focused on not only iron and steel, but 
mining and heavy industries and also Swedish industrial heritage sites), contributed in celebration of the 40th 






























































































































































1288年 司教 Peter of Västerås が交換（barter）により採掘権の1/8取得
1347年 Magnus Eriksson 王が鉱山憲章 the Mine Charter（特許）を確認
1405年 ファルン橋（Falubron）が初めて言及される
1569年 ファールン炎上
1608年 ファールンが都市憲章 a Town Charter を仮認証される
1628年 ファールンの、知られている最古の都市図が描かれる
1641年 ファールンが確定した都市憲章を受ける
1646年 新都市計画 a new town plan が作成される
1666年 多くの家屋敷が豪雨 a cloudburst（Stora skyfallet）で被害を受ける
1687年 銅山での坑道大陥没による大崩落“Stora Stöten”（the Big Drop）発生
1699年 Erik Dahlberg がファールンと銅山の、最古とされる図面 drawing を作成
1747年 ファールンは木造家屋1073棟と鉱滓煉瓦 brick 造２棟！からなる
1761年 10日間に２度の火災が町の2/3─言い換えれば349棟─の家屋を焼失
1764年 赤塗料 red paint の製造が工業化される
1847年 火災によりÖstanfors［ファールンの街区］が焼失し58家屋が破壊される
1859年 Gävle－Falun 間に鉄道開通　〈Gävle は【図３】最上に位置する町：種田〉
1905年 ファールンは重要な鉄道の分岐合流点 railway junction となる
1916年 春の洪水は最も悲惨なレベルとなり、ファールンは水浸しになる
1975年
木の町ファールンは、欧州建築遺産年 the European Architectural Heritage Year, 
1975でスウェーデンを代表した。
1978年 TICCIM=TICCIH Stockholm-Grangärde 開催
1992年 銅山閉鎖（操業停止）
2001年









































































































































ニティ学部紀要』Vol.1 March 2016, pp.99~109）を参照。
⑹　READER Third International Conference on the Conservation of Industrial Monuments, Sweden 30 May ‒ 5 June 1978 / Riksan-
tikvarieämbetet Nordiska museet Tekniska museet Industriminnesgruppen, p.24～25（A５版全51頁）
⑺　体系的な研究はルードウィヒ・ベック（中澤護人訳）『鉄の歴史』（米子たたら書房）全５巻、とくに第Ⅲ巻第（2）・（3）分冊（昭和
43（1968）年）・第Ⅳ巻第（1）・（2）分冊（昭和44（1969）年）のスウェーデンに関する記述を参照。
⑻　Daniels Sven Olsson/Dalarnas museum, ＂FALUN-the town of wood＂, Falun Municipal Council, 1975（A５版、全12ページ（表裏紙含
む））：TICCIM資料の一。
⑼　研修メンバーの一人：北海道産業考古学会会長、元酪農学園大学「創立40周年記念スウエーデン研修」報告レジュメ p.13 （2017.11.26
研究会）、から引用。
⑽　同上（８）の書 p.4（Olsson 画）を複写。
⑾　同上（８）の書 p.3 から引用。
⑿　同上（８）の書 p.7 を複写。
⒀　ヨーテボリ（都市の発展）とボルボ博物館については別稿で論じる。（『技術教育学の探究』第17号（名古屋大学大学院教育発達科学
研究科　技術・職業教育学研究室）所収、2018年10月刊行予定）
⒁　詳しくはERIH Homepage（http://www.erih.net）を参照。
